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「D-Agree」

AIが自動司会・意見深掘り・見える化
新しいユーザーコミュニティ プラットフォーム



コレクティブインテリジェンス

2



AIによって促進



●実現できるミライ

AGREEBIT株式会社

4



●AGREEBITが実現したいこと

5

現在 ０１

今後 人間とAIが一緒に問題解決する仕組みの実現

パーソナルAIとファシリテーションAIを
強化/連携し自動合意推進

AGREEBITは、
AI/マルチエージェント技術を応用し“人間とAIが一緒に問題解決を図る”サービスを創るスタートアップです。
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D-Agreeとは

6

国内初、世界唯一

国際出願番号 PCT/JP2019/31183
PCT第22条(1)に基づく指定国移行 ○米国 

AIが自動司会で意見収集・集約＋見える化を支援

オンラインディスカッションプラットフォーム
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様々な解決課題・提供課題
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様々なシーンで活躍

8

①研修の生産性向上 ②ユーザーインサイト ③全社横断の意見集約
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企業側で抱える課題 _ その場限りの研修が非常に多い

9

多くのコストを使って開催した研修が「その場限りの研修」で終わってしまう

⚫ 時間、プログラム準備など多くの準備コストをかえた研修がその場限りで終了する

⚫ 各企業で年間数千万円〜数億円を投じ、一人あたり数万円投じるも生産性は高くない

教育研修費用総額（万円） 従業員ひとり当たりの額（円）

2021年予算 2021年実績 2022年予算 2021年予算 2021年実績 2022年予算

調査計 6,821 5221 7,083 40,896 29,904 43,261

1000人〜 11,125 8,644 11,447 38,000 29,629 40,048

300〜999人 2,568 1,742 2,866 49,258 31,323 49,452

299人以下 684 477 724 41,500 28,682 43,591

参考：教育研修費用の実態調査（株式会社産労総合研究所調べ）
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企業側で抱える課題 _結果が出ない、効果が見えにくい研修プログラム
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コスト投下した研修が「結果や効果が見えない」

⚫ 研修後にアンケートまでは実施するも、レポート策定に非常に手間がかかる

⚫ 結果レポートに止まってしまい、研修後の具体アクションを引き出せずに終わる

？
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企業側で抱える課題 _本来は一人一人にマッチした研修を提供したい
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効率を考えて実施すると「総花的な研修になりがちで意欲低下」

⚫ 研修のニーズが合わず、逆に意欲やモチベーションが低下してしまう

⚫ 研修内容をカスタマイズするには、非常に手間がかかる

？
？

低下
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D-Agreeの提供価値 _ 通年での積み上げオンライン研修環境を提供
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通年で研修実施 双方向で情報活性 デジタル化・データ蓄積

一過性でなく、通年での研修積み上げ空間を提供
AIが個々のプログラムを盛り上げ



Copyright © AGREEBIT Inc. All rights reserved.

参加度などもリアルタイムで可視化
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匿名性機能がある為、バイアスを排除した参加を可能に
参加ポイントシステムを使い、参加度を可視化
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様々なシーンで活躍
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①研修の生産性向上 ②ユーザーインサイト ③全社横断の意見集約
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企業側で抱える課題 _ ユーザーとの定常接点が作りにくい
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商品・サービスに対して意見提言してくれる「コミュニティ形成」が容易でない

⚫ スポット的なイベントには参加することもあるが、通年での取り組みはしにくい

⚫ 幅広い世代、または特定世代とのユーザーとの年間通じた接点構築が難しい
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企業側で抱える課題 _ 意見収集の手法に限界がある/時間も費用もかかる

16

意見集約方法も限られ、その手法は手間と費用がかかる

⚫ WEB調査やワークショップが一般的だが、準備期間で1か月以上はかかる

⚫ 1回の調査実施で、数百万円以上かかることも多い

⚫ 実施後の集計・分析の手間もあり、容易ではない
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ユーザーコミュニティ形成のメリット

17

ユーザーの生の声を聞いてニーズや不満、要望を把握でき、改良や開発に役立てられるのがメリット。 
従来、顧客の声を集めるにはアンケートや市場調査などが必要で、コストもかかるが、
ユーザーコミュニティであれば低コストかつ迅速にユーザーの声を集めることが可能。

通年で情報取得 双方向で情報活性 デジタル化・データ蓄積
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D-Agreeのベース価値
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AIが
ファシリテーションし

意見を引き出す

AIが
意見を自動分類し、

議論見える化

AIが
議論サマリーを行い、

合意形成を支援

オンライン環境で
いつでも、どこでも参加可能

AIがファシリテーション

ディスカッションを
リアルタイムで構造化を行い、

議論を円滑に進行

AIが議論内容の要点を
サマライズなど行い、
議論の合意形成を支援

AIが、意見引き出し〜構造化〜議論サマリーまでを一連支援
*

*AI議論サマリー機能について、開発中
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様々なシーンで活躍

19

①研修の生産性向上 ②ユーザーインサイト ③全社横断の意見集約
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企業側で抱える課題 _ 物理的な制約があり、全社横断での交流の場をつくることは容易でない

20

大人数での会議になればなるほど、「生産的な時間」にするのが難しい

⚫ 全国の社員を一同に集合する金銭的コストと、調整負荷は非常に大きい

⚫ 大人数になるほど、参加熱量などは見えにくく、生産的でない時間になることも

無駄だと感じたことがある

88%

出典：弁護士ドットコム株式会社・社内会議白書2023 by MeetingBase



Copyright © AGREEBIT Inc. All rights reserved.

場所や時間、人数の制約を受けずに交流の場を提供

21

場所・時間の制約なく、リアルタイムで自由に交流が可能

・D-Agreeでは、招待制のプライベートスペースを構築して、国内外問わずにどこにいても参加可能

・英語/日本語の2種で対応しており、参加人数の上限は基本なし

・AIファシリテーションを行い、場を盛り上げ
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基本情報を共有した上で、効率的にディスカッションを展開

22

動画など事前情報を添付×AIで新たな社員育成&交流環境を提供

×

現場・研修動画を活用 動画視聴後にAIファシリテーション環境で議論

・動画撮影しておき、D-Agreeに投稿
・各テーマごとに動画アップロード

・動画を見た状態で、1次情報に近い情報を
インプットした状態で、非同期で効率よく議論展開
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AIが中立にファシリテーションで盛り上げ
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AIが投稿された意見に対してファシリテート
（多くの発言バリエーションあり）

異なった視点の意見投稿をユーザーが投稿

AIが異なった視点を投げかけ

同意する点や、別のユーザーならではの
新しい意見が生まれている

・ユーザーから一方的に意見を受けるのではなく、
AIがファシリテーションする為、中立的に意見集約や合意形成の観察可能
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D-Agreeとは
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AIが
ファシリテーションし

意見を引き出す

AIが
意見を自動分類し、

議論見える化

AIが
議論サマリーを行い、

合意形成を支援

オンライン環境で
いつでも、どこでも参加可能

AIがファシリテーション

ディスカッションを
リアルタイムで構造化を行い、

議論を円滑に進行

AIが議論内容の要点を
サマライズなど行い、
議論の合意形成を支援

AIが、意見引き出し〜構造化〜議論サマリーまでを一連支援
*

*AI議論サマリー機能について、開発中
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D-Agree活用によるFACT
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ユーザー投稿量比較

AIの方が
1.5〜2倍の投稿量

AI活用で、人間ファシリテータよりも、約2倍も意見の数が増える
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D-Agree特徴
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数百-数千名のユーザーが通年で参加できる

コストパフォーマンスにも優れた「オンラインプラットフォーム」

項目 一般的な価格帯 備考

会場費 15万円〜50万円
収容人数や付帯設備に
よって料金が変動

人件費 15万円〜30万円
イベントの規模によっ
て料金が変動

企画・
コーディネート費

5万円〜20万円

制作費 20万円〜50万円
イベントの規模によっ
て料金が変動

1回開催、数十人の参加で
人件費を含めて数十万円〜数百万円

＜リアルワークショップ開催時＞

通年1,000名まで参加できて
年間100万円〜 何度もいろいろなテーマで開催

＜D-Agree活用＞
トライアルプランや
実証実験から可能
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D-Agree具体機能 _ リアルタイム投稿&AIファシリテーション

27
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D-Agree活用により、議論を構造化

28

どんなissue（課題）、idea（アイデア）が出ているかが、明確に
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参加バイアスを軽減する匿名機能

■よくある課題
・役職者や声の大きい人に、議論が引っ張られる
・それにより、生産性の高い議論ができない
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匿名機能を活用して、より多く、深い社内・関係者ディスカッションを実施

匿名でディスカッションに参加可能
ディスカッション内容は、データストックできる

・匿名で投稿が可能

・AIファシリテート活用で、
より多くの意見集約を支援

活用ケース

・コロナ過で非対面が多くなり、社内コミュニケーションに課題が出ている
・役職関係なく、意見を募りたいがどうしても、バイアスがかかり集めにくい

→D-Agreeなら、匿名ディスカッション＋AIファシリテーションで見える化可能
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AIファシリテーション センテンス洗練化機能

31

従来のファシリテーションセンテンスを

GPTと連携し、より自然な日本語として再生成する新機能 

※ファシリテーションセンテンス洗練化機能は、ON/OFFすることが可能です
※本機能を利用する場合、Microsoft Azure上のOpen AI機能と連携されます。 (OpenAIのLLM学習等には利用されません) 
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拡大する利用企業・自治体・教育機関

32

自治体、教育機関、大手企業までD-Agreeの利用は拡大中

＜大手企業抜粋＞ ＜自治体抜粋＞ ＜教育機関抜粋＞
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●株式会社YAMAZEN様導入

33
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まとめ
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国際出願番号 PCT/JP2019/31183
PCT第22条(1)に基づく指定国移行 ○米国 

AIが自動司会で意見収集・集約＋見える化を支援

オンラインディスカッションプラットフォーム
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『D-Agree』活用事例 について
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拡大する利用企業・自治体・教育機関
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自治体、教育機関、大手企業までD-Agreeの利用は拡大中

＜大手企業抜粋＞ ＜自治体抜粋＞ ＜教育機関抜粋＞
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スマートシティでのプログラムの一環として活用：NTT西日本

38
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神戸市様_オンラインディスカッション実施

39

グループディスカッションとオンラインタウンミーティングを交えた実証実験実施
現在通年で市民ディスカッションに利用

●神戸市市長室広報戦略部広聴担当係長 藤田様
「今回、若い方の参加が中心になると考えて実証実験を行いましたが、D-agreeが
使いやすく、10代から80代の方が利用し、幅広い世代の方に利用してもらえるこ
とが分かりました。また夜間の投稿が多く、空いた時間を活用して時間に制約され
ることなく参加できるという点も大きなメリットであり、自治体におけるデジタル
を活用した新たな広聴方法としての可能性を感じています。」
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参加者からは好意的な意見も多く、年間活用へ

40

他者の意見が知れる、空き時間を利用して参加できるなど好意的な意見が多い結果に。
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オンラインタウンミーティング_神戸市

41

市民の意見を扱うオンラインプラットフォームとしてD-Agree活用中

●年間5回以上の利用
総合計画における市民からの意見ヒアリング等を予定していたが
各課からの利用要望が増えて、回数を増やす検討中
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D-Agreeへの対外評価

42

内閣府グローバルアクセラレーションプログラム 採択

J-Startup 認定、THE JSSA AWARD アクセラ部門 最優秀賞など、採択・受賞の実績は多数

国家家プロジェクトとして

AI分野で初めての連続採択

＜採択・受賞一例＞



チーム

43

CEO CTO

桑原 英人 伊藤孝行

KEY TEAM

グロースチーム（3名）、エンジニアチーム（SE1名、PG3名）
日本人学生 12名（修士課程：AI研究者2名、学士課程：10名）
外国人研究者 2名（博士課程：AI研究者2名）
グラフィックデザイナー 1名

ADVISER： AI研究者、経営者

経営陣

チーム
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●紹介

伊藤孝行 教授 京都大学 情報学研究科

E-mail: ito@i.kyoto-u.ac.jp

名古屋工業大学 客員教授

日本学術会議 連携会員

AgreeBit株式会社 取締役CTO

University of Wollongong (Australia) 名誉教授

Chang Gung University (Taipei) 非常勤教授

北海道大学 社会科学実験研究センター連携研究員

北陸先端科学技術大学院大学 教育連携客員教授

名古屋工業大学 高度防災センター 連携研究員

日本政府観光局 MICEアンバサダー

産業技術総合研究所(AIST)人工知能センター 外来研究員

人工知能学会 功績賞・業績賞

日本学術振興会賞 受賞

文部科学大臣表彰科学技術賞 受賞

文部科学大臣表彰若手科学者賞 受賞

情報処理学会長尾真記念特別賞 受賞

経済産業省IPA未踏ソフトウェア創造事業 スーパークリエータ認定

JSTさきがけ 大挑戦型 研究員

内閣府最先端次世代研究開発プロジェクト 代表研究者、

JST CREST 研究代表者 ２回目

2000年 名工大知能情報システム学科 博士（工学）

1999年 日本学術振興会特別研究員

2000年 南カリフォルニア大学 (USC/ISI)客員研究員

2001年 北陸先端科学技術大学院大学 助教授

2003年 名工大 知能情報システム学科 助教授；起業１

2005年 ハーバード大学 & MITスローン経営大学院 客員研究員

2006年 産業戦略工学専攻；起業２＆ 起業３

2008年 MITスローン経営大学院 客員研究員

2011年 名工大グリーン・コンピューティング研究所 所長

2014年-現在 産業戦略工学専攻／情報工学教育類 教授

2015-2016年 産業戦略工学専攻専攻長

2016年 名工大コレクティブインテリジェンス研究所 所長

2017年-情報工学専攻専攻長・教育類長

2018年-国際連携情報学専攻長

2018年- NITech AI研究センター センター長

2020年-京都大学 情報学研究科 社会情報学専攻 教授

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%83%BC%E3%83%90%E3%83%BC%E3%83%89%E5%A4%A7%E5%AD%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/MIT
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